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inducible factor－1α；HIF－1α）とAngの発現に注目し検討を行った。また，RNA干渉（RNA  
interference；RNAi）を用いて口腔癌細胞におけるAngの発現をノックダウンし，さらにAng  
の核移行の阻害剤であるneomycinを用いて，Angが口腔癌治療の分子標的となる可能性を  
追究し，口腔癌におけるAngの機能の解析を行った。   
【材料および方法】  
1）口腔扁平上皮癌症例におけるAng，VEGFおよびbFGFの蛋白発現と腫瘍血管密度（MVD）  











およびVEGFmRNAの発現をリアルタイムPCR法にて解析した。   
3）Angの発現抑制がHSC－2細胞の増殖および腫瘍血管新生に及ぼす影響の検討   





















胞を例にとり低酸素培養下でのVEGF mRNAの発現畳も調べたが克進は軽度であった。  
また，bFGFの分泌量は低酸素培養下でHSC－2細胞でのみ克進が認められたが，Angと  
VEGFの分泌量に比べると全細胞で1／10以下と非常に少ないものであった。そして，HSC－2  
細胞におけるHIF－1α蛋白およびAng mRNAの発現は低酸素開始6時間後にそれぞれ有意  
な克進が認められた。一方，VEGF mRNAの発現は低酸素開始12時間後に軽度の冗進が  
















治療効果に関してさらに研究が必要と思われた。   
【結 論】   
A喝は口腔癌の増殖，進展ならびに腫瘍血管新生に重要であり，口腔癌の治療標的分  
子として有用であると考えられた。   

















得た。   








学）の学位授与に値するものと判断した。   
